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研究成果の概要（和文）：大谷隊については、龍谷大学のほか旅順博物館所蔵資料の既刊目録との照合やデータ
ベース(DB)の精査を行い、ドイツ隊については、ベルリン市内３機関所蔵資料の実見を経てDB統合作業を行っ
た。また、イスタンブル大学、日本の出口常順師旧蔵資料の精査も実施した。その間、大英図書館国際敦煌プロ
ジェクトのリーダーや旅順博物館館長ほか海外研究者を招聘し学術講演会を開催した。2017年11月には旅順博物
館創設100周年記念事業に参加し、大連市内で開催された国際会議において研究発表を行った。
最終年度には、DBを基に、大正新脩大蔵経に同定できた22,961点について『大谷隊ドイツ隊収集漢字仏典断片目
録』を刊行した。

研究成果の概要（英文）：   For the Otani Expedition, I checked the data bases (DB) of the Lushun 
Museum Collection and the Ryukoku University Library and combined them into a unified DB. For the 
German Expedition, I integrated the DB of the materials held in three institutions in Berlin and 
investigated materials held in Istanbul University Library as well as the Jojun Deguchi Collection 
in Japan. To further this research, I invited a British Library researcher from the International 
Dunhuang Project as well as the director of the Lushun Museum for academic lectures at our 
university. In November 2017, I participated in a special event marking the 100th anniversary of the
 Lushun Museum and presented the results of this research at an international conference in Dalian 
City. 
   In the final research year, based on the combined DB, I published “A Catalogue of Chinese 
Buddhist Fragments Collected by Otani and the German Turfan Expedition” including about 22,961 
materials identified in Taisho Tripitaka.
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１．研究開始当初の背景 
 研究代表者は、研究開始当初、以下のト
ルファン出土漢字仏典資料の共同研究にか
かわってきた。 
(1)大谷探検隊(以下大谷隊)収集資料・・・
中国・旅順博物館(以下旅博)所蔵 

(2)ドイツトルファン探検隊（以下ドイツ隊）
収集資料・・・在ベルリン、出口常順師・
イスタンブル大学図書館所蔵 

(1)については、龍谷大学図書館にも 9000
点以上の資料が保管され、1953年以来「西
域文化研究会」を中心とする研究蓄積を有
する。また、1992年より研究交流を進めて
きた旅博の漢字仏典データベースについて
は、すでに、2002年度から 2005年度、2008
年度から 2011 年度にわたる２回の科研費
によって、同館所蔵の大谷隊収集文献資料
の全体像を把握したが、2005年に漢字仏典
に関する図録が出版されたものの、総計
1,429点で、全体の５％程度に過ぎなかった。 
 一方、(2)のドイツ隊収集資料は、1960
年代より、ドイツのベルリン・ブランデン
ブルク州立科学アカデミー(BBAW)との協
力により研究が進められ、すでに、漢字仏
典目録として、第１巻(1,071件、1975年)、
第２巻(1,200件、1985年)、第３巻(1,106件、
2005 年)が出版されている。しかし、内外
から要請されながら未刊であったり、研究
成果の公開が限定されてきた。その状況は
もはや看過できないものである。先ず既刊
目録類を再編整理し、誤りは是正し、書写
年代の再編集を行い、新規同定分を追加し
た統合データベースを提示する。紙媒体の
目録の出版はもとより、既存インターネッ
ト情報への修正・追加を通して、汎用性の
高い基礎的データの構築を企図した。 
 
２．研究の目的 
 20世紀初頭、日本の大谷隊とドイツ隊は、
ほぼ同時期に中央アジアの同地域を探検し
て膨大な文献資料を収集した。そのうち、
主として日本、中国、ドイツ、トルコに分
蔵されるトルファン地域出土の漢字仏教文
献を研究対象とする。これらは、従来、個
別に研究や報告がなされてきたが、本研究
課題では、諸研究成果を集積した統合デー
タベースの構築を目的とする。申請者は、
大谷隊が収集した文献資料を多数保管する
旅博との共同研究に従事してきた。一方、
ドイツ隊収集の文献資料の調査にもかかわ
り、既刊目録等に記載されない 1,000 点以
上の新規同定仏典を確認している。それら
の研究蓄積と最新データを一つに統合し、
中央アジア出土漢字仏典研究に資する基盤
的データを提示したいと考える。 
 
３．研究の方法 
 多くの文献資料の画像が国際敦煌プロジ
ェクト(IDP)や、BBAW(Turfanforschung)のサ

イト(Digital Turfan Archive)で公開されてい
るが、書写年代の推定など統合データベー
ス作成に不可欠の事項を精査するには、中
国、ドイツ、トルコなどの所蔵機関に赴い
て現物にあたる必要がある。また、大谷隊、
ドイツ隊双方の収集品の出土地である新疆
ウイグル自治区からは新出資料が発見され
ており、各国に分蔵される写本断片との関
連も調査する必要がある。一方、ヘルシン
キ国立図書館所蔵のマンネルヘイムコレク
ションと旅博所蔵資料の接合例が発見され
るなど、異なる機関の所蔵写本が相互に接
合する例が多数報告されている。IDP の拠
点である大英図書館、龍谷大学その他関連
資料を併行調査して、より多くの原資料に
あたり、精度の高いデータベースを構築す
る。 
 本研究課題の主要な研究対象は、２つで
ある。一つは、旅博、および龍谷大学に所
蔵される大谷隊収集の漢字仏典資料であり、
もう一つは、ドイツ市内の国立図書館、
BBAW、アジア美術館、および出口常順師
とイスタンブル大学図書館に分蔵されたド
イツ隊収集の漢字仏典資料である。これら
は、同時代に同地域で収集、あるいは購入
されたという共通点がある。そのため、こ
れらを一体のものとして、一つのデータベ
ースに統合する作業を行う。 
 龍谷大学では、研究期間終了後もデータ
の精査を継続しており、これをさらに修訂
して活用する。 
 
４．研究成果 
 大谷隊については、龍谷大学のほか旅博
所蔵資料の既刊目録との照合やデータベー
ス(DB)の精査を行い、ドイツ隊については、
ベルリン市内３機関所蔵資料の実見を経て
DB統合作業を行った。また、イスタンブル
大学、日本の出口常順師旧蔵資料の精査も
実施した。その間、大英図書館国際敦煌プ
ロジェクトのリーダーや旅博館長ほか海外
研究者を招聘し学術講演会を開催した。
2017年11月には旅博創設100周年記念事業
に参加し、大連市内で開催された国際会議
において研究発表を行った。  
 最終年度には、DB を基に、大正新脩大
蔵経に同定できた 22,961点について『大谷
隊ドイツ隊収集漢字仏典断片目録』を刊行
した。 
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